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希
望
と
失
望
を
は
ら
ん
だ
歴
史
上
の
各
サ
イ
ク
ル
に
お
い 

 
 

て
、
何
が
起
こ
っ
て
い
た
か
を
理
解
し
よ
う
と
試
み
る
契 

 
 

機
と
す
べ
き
だ
。
そ
れ
は
、
次
な
る
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
を 

 
 

理
解
す
る
助
け
に
な
る
は
ず
で
あ
る(11)

。 

 

普
遍
性
を
持
っ
た
メ
デ
ィ
ア
史
を
力
強
く
描
き
き
っ
た
本
書

は
、
歴
史
書
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
間
社
会
に
対
す
る
深

い
洞
察
を
含
ん
だ
社
会
科
学
の
名
著
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。1 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  

(1) 

大
和
田
俊
之
『
ア
メ
リ
カ
音
楽
史
―
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
・
シ
ョ
ウ
、
ブ
ル
ー
ス
か
ら

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ま
で
』、
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
。 

(2) 
Goodman, 

David. 
Radio’s 

Civic 
Ambition

―

 
American 

Broadcasting 
and 

Democracy  
in 

the 
1930s. 

New 
York: 

Oxford 
University 

Press. 
p.86. 

(3) 

赤
上
裕
幸
『
ポ
ス
ト
活
字
の
考
古
学
―
「
活
映
」
の
メ
デ
ィ
ア
史
１
９
１
１
―
１

９
５
８
』、
柏
書
房
、
二
〇
一
三
年
。 

(4) 

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
『
ダ
メ
な
も
の
は
、
タ
メ
に
な
る
―
テ
レ
ビ
や
ゲ

ー
ム
は
頭
を
良
く
し
て
い
る
』（
山
形
浩
生
ほ
か
訳
）、
翔
泳
社
、
二
〇
〇
六
年
。 

(5) 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
『〈
子
供
〉
の
誕
生
：
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の

子
供
と
家
族
生
活
』（
杉
山
光
信
・
杉
山
恵
美
子
訳
）、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
。 

(6) 

こ
う
し
た
こ
と
を
論
じ
た
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。
ニ
ー
ル
・
ポ

ス
ト
マ
ン
『
子
ど
も
は
も
う
い
な
い
』（
小
柴
一
訳
）、
新
樹
社
、
二
〇
〇
一
年
。 

(7) 

キ
ャ
ロ
リ
ン
・
マ
ー
ヴ
ィ
ン
『
古
い
メ
デ
ィ
ア
が
新
し
か
っ
た
時
―19

世
紀
末

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

社
会
と
電
気
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』（
吉
見
俊
哉
ほ
か
訳
）、
新
曜
社
、
二
〇
〇
三
年
。 

(8) 

佐
藤
俊
樹
『
社
会
は
情
報
化
の
夢
を
見
る
―
［
新
世
紀
版
］
ノ
イ
マ
ン
の
夢
・
近

代
の
欲
望
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
〇
年
。 

(9) 

ネ
チ
ズ
ン
論
と
し
て
は
、
例
え
ば
以
下
の
文
献
が
挙
げ
ら
れ
る
。
マ
イ
ケ
ル
・
ハ

ウ
ベ
ン
＆
ロ
ン
ダ
・
ハ
ウ
ベ
ン
『
ネ
テ
ィ
ズ
ン
―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ユ
ー
ス
ネ
ッ

ト
の
歴
史
と
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
』（
井
上
博
樹
・
小
林
統
訳
）、
中
央
公
論
社
、
一

九
九
七
年
。 

(10) 

佐
藤
卓
己
『
現
代
メ
デ
ィ
ア
史
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
。 

(11) 
Goodman. 

op.cit. 
p.311. 

1  

執
筆
者
二
〇
一
四
年
度
主
要
業
績
欄 

（
掲
載
順
、
三
点
以
内
） 

 

○
佐
藤
卓
己
（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
） 

・
『
災
後
の
メ
デ
ィ
ア
空
間
―
論
壇
と
時
評
二
〇
一
二
― 

 

二
〇
一
三
』
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
四
年
） 

・
『
増
補
・
大
衆
宣
伝
の
神
話
―
マ
ル
ク
ス
か
ら
ヒ
ト
ラ

ー
へ
の
メ
デ
ィ
ア
史
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一

四
年
） 

・
『
増
補
・
八
月
十
五
日
の
神
話
―
終
戦
記
念
日
の
メ
デ

ィ
ア
学
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
四
年
） 

 

○
福
間
良
明
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授
） 

 

・
「
戦
跡
の
『
発
明
』
と
地
域
の
記
憶
」
『
図
書
』
七
八 

 
 

四
号 

 

・
「
人
生
雑
誌
に
映
る
戦
後
」
『
世
界
思
想
』
四
一
号 

 

・
「
書
評 

根
津
朝
彦
著 

『
戦
後
『
中
央
公
論
』
と
「
風 

 
 

流
夢
譚
」
事
件 :

「
論
壇
」
・
編
集
者
の
思
想
史
』
」 

 
 

『
同
時
代
史
研
究
』
七
号 

 

○
花
田
史
彦（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
） 

 

・
「
『
戦
後
民
主
主
義
』
試
論
―
映
画
『
青
い
山
脈
』
を 

 
 

め
ぐ
る
言
説
か
ら
―
」
（
二
〇
一
三
年
度
大
学
学
部
卒 

 
 

業
論
文
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
提
出
） 

 

○
ト
パ
チ
ョ
ー
ル
・
ハ
サ
ン
（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研 

 

究
科
博
士
課
程
） 

・「
ト
ル
コ
共
和
国
百
年
祭
（
二
〇
二
三
年
）
の
メ
デ
ィ

ア
・
イ
ベ
ン
ト
―
明
治
百
年
祭
（
一
九
六
八
年
）
と
の

比
較
分
析
か
ら
―
」『
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究

科
研
究
科
紀
要
』
第
六
一
号 

 
○
赤
上
裕
幸
（
防
衛
大
学
校
公
共
政
策
学
科
講
師
） 

 

・「「
ポ
ス
ト
活
字
」
社
会
の
黙
示
録

―
『
映
画
教
育
』 

 
 

『
活
映
』
復
刻
に
あ
た
っ
て
」『
映
画
教
育
／
活
映 

復 
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刻
版 

第
Ⅰ
期
』（
柏
書
房
、
二
〇
一
四
年
） 

 

・「『
放
送
朝
日
』

―
戦
後
京
都
学
派
と
テ
レ
ビ
論
壇
」 

 
 

竹
内
洋
・
稲
垣
恭
子
・
佐
藤
卓
己
編
著
『
日
本
の
論
壇 

 
 

雑
誌
―
―
教
養
メ
デ
ィ
ア
の
盛
衰
』（
創
元
社
、
二
〇
一 

 
 

四
年
） 

 

○
河
崎
吉
紀
（
同
志
社
大
学
社
会
学
部
准
教
授
） 

・【
口
頭
発
表
】「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

養
成
―
―
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ｊ
の
取
り
組
み
」
メ
デ
ィ
ア
史
研
究

会
第
二
三
七
回
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
二
月
二
二
日 

・【
口
頭
発
表
】「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
社
会
的
地
位
―
―

一
九
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
職
業
団
体
を
参
考

に
」
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
二
〇
一

四
年
春
季
研
究
発
表
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
二
〇
一
四

年
六
月
一
日 

 

○
石
田
あ
ゆ
う
（
桃
山
学
院
大
学
社
会
学
部
准
教
授
） 

 

・
『
戦
時
婦
人
雑
誌
の
広
告
メ
デ
ィ
ア
論
』
青
弓
社
、
二 

 
 

〇
一
五
年 

 

○
佐
藤
八
寿
子
（
京
都
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
） 

 

・
「
『
暮
し
の
手
帖
』
―
山
の
手
知
識
人
の
覇
権
」
竹
内 

 
 

洋
・
佐
藤
卓
己
・
稲
垣
恭
子
編
著
『
日
本
の
論
壇
雑
誌 

 
 

―
―
教
養
メ
デ
ィ
ア
の
盛
衰
』
（
創
元
社
、
二
〇
一
四 

 
 

年
） 

 

○
白
戸
健
一
郎
（
筑
波
大
学
人
文
社
会
系
助
教
） 

 

・「『
日
本
の
論
壇
雑
誌
』
関
連
年
表
」
竹
内
洋
・
佐
藤
卓 

 
 

己
・
稲
垣
恭
子
編
著
『
日
本
の
論
壇
雑
誌
―
―
教
養
メ 

 
 

デ
ィ
ア
の
盛
衰
』（
創
元
社
、
二
〇
一
四
年
） 

 

・【
講
演
】「
東
北
フ
ォ
ー
ラ
ム 

満
洲
電
信
電
話
株
式
会
社 

 
 

 
 

と
は
何
だ
っ
た
の
か
」
国
際
善
隣
協
会
、
二
〇
一
四
年 

 
 

一
二
月
一
七
日 

 
・【
学
術
会
議
報
告
】“The Legacy of the  

 
 

M
anchurian Telegraph and Telephone  

 

 
 

Com
pany and the Eastern Asia Broadcasting  
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N
etwork.”,

（Breakdown of the Japanese  

 
 

Em
pire and the Search for Legitim

acy  

 
 

(European Research Council), U
niversity of  

 
 

Cam
bridge, Cam

bridge, U
nited of Kingdom

）,  

 
 

Septem
ber 20-23, 2014. 

 

○
松
永
智
子
（
東
京
経
済
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

 

専
任
講
師
） 

 

・「『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
』
―
―
論
壇
は
国
際
化 

 
 

の
夢
を
見
る
」
竹
内
洋
・
佐
藤
卓
己
・
稲
垣
恭
子
編 

 
 

著 

『
日
本
の
論
壇
雑
誌
』（
創
元
社
、
二
〇
一
四
年
） 

 

○
佐
々
木
基
裕
（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課 

 

程
） 

 

・
「
日
本
の
教
育
哲
学
界
に
お
け
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム 

 
 

受
容
―
『
教
育
哲
学
研
究
』
を
事
例
に
―
」
『
教
育
・ 

 
 

社
会
・
文
化
』
一
五
号 

 

○
長
﨑
励
朗
（
京
都
文
教
大
学
総
合
社
会
学
部
講
師
） 

 

・
「
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
―
―
桜
色
の
若
者
論
壇
誌
」 

 
 

竹
内
洋
・
佐
藤
卓
己
・
稲
垣
恭
子
編
著
『
日
本
の
論
壇 

 
 

雑
誌
―
―
教
養
メ
デ
ィ
ア
の
盛
衰
』
（
創
元
社
、
二
〇 

 

 
 

一
四
年
） 



『
京
都
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
年
報
』
刊
行
規
定
・
投
稿
規
程 

    
（
メ
デ
ィ
ア
文
化
論
研
究
室 

年
報
編
集
委
員
会 

記
） 

 

○
刊
行
規
定
（
二
〇
一
四
年
八
月
一
日
制
定
） 

・
趣
旨
：
メ
デ
ィ
ア
論
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
史
の
各
分
野
の
研

究
の
活
性
化
と
、
内
外
の
研
究
者
の
交
流
お
よ
び
発
展
を
意

図
し
、
メ
デ
ィ
ア
文
化
論
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

っ
て
、
関
連
す
る
教
員
、
大
学
院
生
お
よ
び
共
同
研
究
者
の

研
究
成
果
を
掲
載
し
公
表
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

・
掲
載
原
稿
の
種
類
：
上
記
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
研
究
論

文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
翻
訳
、
研
究
動
向
、
書
評
（
文
献
資
料
・

図
書
紹
介
）、
コ
ラ
ム
を
主
と
し
て
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。 

・
執
筆
資
格
：
本
紀
要
の
執
筆
資
格
者
は
、
原
則
と
し
て
、

同
研
究
室
の
教
員
・
非
常
勤
講
師
（
過
去
の
非
常
勤
経
験
者

を
含
む
）、
修
士
・
博
士
課
程
在
籍
者
、
同
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
、
共

同
研
究
者
と
す
る
。
そ
れ
以
外
の
者
の
執
筆
に
つ
い
て
は
、

上
記
該
当
者
と
の
共
同
執
筆
に
よ
る
場
合
、
な
い
し
編
集
委

員
会
に
お
い
て
特
別
の
必
要
を
認
め
た
場
合
と
す
る
。
編
集

委
員
会
は
院
生
よ
り
編
集
委
員
を
選
任
す
る
。 

 

○
投
稿
規
程
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
九
日
改
定
） 

・
原
稿
の
テ
ー
マ
は
本
紀
要
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
と
す
る
。 

・
原
稿
は
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
た
だ
し
、
口
頭
発
表
お

よ
び
そ
の
配
布
資
料
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

・
原
稿
は
ワ
ー
プ
ロ
書
き
で
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
縦
書

き
・
Ａ
５
版
（
テ
ン
プ
レ
ー
ト
参
照
）。
研
究
論
文
・
研
究
ノ

ー
ト
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
換
算
で
六
〇
枚
以
下
（
図
・
表
・

註
・
文
献
な
ど
も
含
む
）、翻
訳
・
研
究
動
向
は
五
〇
枚
以
下
、

書
評
は
四
〇
枚
以
下
を
原
則
と
し
て
上
限
と
す
る
。
註
は
数

字
の
み
上
付
で
文
末
註
と
す
る
。
ま
た
英
文
原
稿
も
掲
載
可

能
。
こ
の
場
合
は
四
〇
×
四
〇
の
形
式
にTim

es N
ew 

Rom
an

、
十
二
ポ
イ
ン
ト
で
二
〇
枚
以
内
と
す
る
。 

・
原
稿
に
は
必
ず
英
文
の
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
。 

・
原
稿
は
電
子
デ
ー
タ
に
て
、
編
集
委
員
に
提
出
す
る
。
不

明
な
点
は
適
宜
担
当
の
編
集
委
員
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
原
稿
は
返
却
し
な
い
。 
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yattekuru), Harukawa Gensui. 
 Chapter 8: “The Long and Dark Shadow of Nazism in Japanese 
Literature” (Nihon bungei ni okeru nachizumu no eikō), Satō Yasuko. 
 Chapter 9: “Is Germany Really Japan’s Enemy? – The Direction of 
Fantasy War-battles Between Germany and Japan” (Nihon no teki wa doitsu da? 
Nichidoku kessen no yukue), Ishida Ayū. 
 Chapter 10: “The Impact of Cyber-Nazism” (Dennō nachizumu no 
inpakuto), Kawasaki Yoshinori. 
2 The numbers originally refer to university employees rather than Self Defense 
Force personnel. Current German research in Japan no longer receives the 
attention it did 10 years ago. In fact, the number of university students who select 
German as a second foreign language is consistently decreasing. 
3 Three scripts are employed when writing Japanese: kanji (Chinese characters), 
hiragana, and katakana. Although a general standard determining script use exists 
(see the Ministry of Education’s 2012 Jōyō Kanji hyō, 
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/k19811001001/k19811001001.html), 
selective use is often employed to reinforce a certain tone or style, indicate an 
alternative meaning, or various other denotations. Hiragana is typically used for 
domestic words, whereas katakana is used when writing foreign words such as 
places or people, and import (loan) words. 
4 The English word “death” is pronounced “desu” in Japanese and written as デス. 
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